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これが型から外したアタッチメントです。想

像していたよりも剛性がありました。

ボディ側 に仮付けして見たらこんな感 じ。こ

の上にピンを打って、ホックでソフトトップを

留めようというわけです。

横 から雨が入 らないようにこのサイドの部

分は延長 し、三角窓の上部をひさしのように

カバーできる形状 にすることにしました。そ

れでこの部分からの雨の侵入はかなり抑え

ることができるでしょう。

こちらは簡易ソフトトップのフレーム。オリジ

ナルの幌骨をガバ リにして、同じRを再現 し

てあります。太 さは15.9mmと 19.l mmで、これ

を組み合わせて使用する予定。

スピー ドスター・フェアリング対応の簡易ソ

フトトップ制作。資料を見ながら今後の計画

について打ち合わせをする小澤社長とノー

チラススポーツカーズの古川先生。何を見て

いるのかな? と思ったら・・̈・・。

古川先生がお友達のところで撮影 してきた

英国のスペシャリス ト・スポーツカー、バーク

レーのソフトトップの写真でした。実はこの

ソフトトップ前端の取 り付け部分 に大変興

味深い工夫が してあったので、今 回の企画

に応用させていただこうと考えたのです。

今回のメインの作業はこれ。前にFRPで型取りした

ソフトトップ前端のアタッチメントを型から取り外

してみることにしました。バリの部分をエアソーで

カットして、スクレーパーを差し込んで型から外し

ます。パーツの形状によっては、叩く程度で簡単に

剥離させることができる場合もあるそうです。

周囲はサンダニ等で形を整え、ファイバーが

手に刺さらないように表面にも軽くペー

パーを掛けておきます。
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誌
面
の
方
で
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っ
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お
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し
て

お
り
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ス
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ド
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タ
ー

フ
ェ
ア
リ
ン
グ
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）
装
着
時
の
簡
易

ソ
フ
ト
ト
ッ
プ
製
作
企
画
、
ち
ゃ
ん
と
進

め
て
お
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
初
の
試
み

な
ん
で
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な

が
ら
の
作
業
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
当

初
考
え
て
い
た
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を
差
す
よ
り
は
マ
シ
″

と
っ
た
レ
ベ
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よ
り
は
か
な
り
上
等
な
物

と
な
り
そ
う
な
雰
囲
気
で
す
。
基
本
的
に

は
分
解
し
た
状
態
で
ク
ル
マ
に
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で

き
、
雨
天
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に
は
５
分
以
内
で
装
着
可
能

と
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う
元
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難
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高
い
企
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あ
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上
に
、
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来
的
に
量
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と
ま
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考
え
な
く
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ゃ
な
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な
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で
、
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だ
ま

だ
先
は
長
い
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で
す
け
ど
ね
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前
回
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り
、
フ
ロ
ン
ト
側
は
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ィ
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ド
ウ
上
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に
Ｆ
Ｒ
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製
の
ア
タ
ッ

チ
メ
ン
ト
を
装
着
し
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そ
れ
に
ホ
ッ
ク
で

ソ
フ
ト
ト
ッ
プ
の
前
端
を
固
定
す
る
と
い

う
構
造
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
部
分
に
関

し
て
は
収
納
し
て
お
い
て
雨
天
時
に
装
着

す
る
の
で
は
な
く
、
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
使
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位置を確認するために、試 しに1本だけピン

を打ってみました。

ボディ側に付くアタッチメントを綺麗に磨き

仮付け。_

そしてウィンドウ側のアタッチメントは、横か

ら雨が入らないように左右を25mmずつ延長

しました。もちろん最終的にはきちんと窓に

合わせて角度を調整します。

こちらは以前の状態。これはかなり効果があ

りそうですね。

ソフトトップはこのような金具を使用して装

着します。

傘を差すよりはマシ・…

‐
―
―
遥
蒻
顆
―
，

よりはかなり上等なモノになりそうな予

ソフトトップのフレームは、このようにパイプ

に差し込んで固定します。

幌骨の角度を検討中の古川先生と古屋編集

長。とりあえず、メインの支柱から枝を出して

2本で支える方法を試してみます。

パイプはボディ側の左右にボルトで固定し

たベース部分に溶接で固定します。

これがベース部分。試作品なんで鉄板です

が、実際に製品化するときには、肉抜きした

アルミ合金にアルマイト処理か結晶塗装を

施した物となる予定。
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用
し
て
い
る
と
き
に
は
常
に
装
着
し
た
状

態
に
し
て
お
く
こ
と
を
前
提
に
考
え
て
い

ま
す
。△
７回
の
試
作
品
を
見
る
限
り
で
は
、

デ
ザ
イ
ン
的
に
も
破
綻
が
な
い
の
で
装
着

状
態
で
も
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
多

少
は
デ
ィ
フ
レ
ク
タ
ー
の
役
割
も
し
て
く

れ
る
は
ず
で
す
か
ら
ね
。

ソ
フ
ト
ト
ッ
プ
を
支
え
る
メ
イ
ン
の
幌

骨
は
、
一九
々
カ
ブ
リ
オ
レ
の
幌
骨
が
装
着

さ
れ
て
い
た
ボ
デ
ィ
側
の
受
け
の
部
分
に

ハ
イ
プ
を
溶
接
し
た
ベ
ー
ス
を
取
り
付

け
、
そ
こ
に
差
し
込
む
と
い
う
方
法
を
採

用
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
ベ
ー
ス
の

ボ
デ
ィ
ヘ
の
取
り
付
け
に
関
し
て
は
、
現

在
開
い
て
い
る
穴
な
ど
を
使
用
し
て
ボ
ル

ト
＆
ナ
ッ
ト
で
固
定
す
る
と
い
う
方
法
。

ボ
デ
ィ
側
の
加
工
は

一
切
蚕
要
で
す
。
現

在
は
ま
だ
試
作
品
な
の
で
鉄
板
＆
ス
チ
ー

ル
パ
イ
プ
で
あ
る
も
の
の
、
恐
ら
く
量
産

時
に
は
ア
ル
ミ
合
金
か
何
か
の
削
り
出
し

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

装
着
の
容
易
さ
や
収
納
ス
ペ
ー
ス
を
考

え
て
、
当
初
よ
り
幌
骨
の
構
造
は
な
る
ベ

く
シ
ン
プ
ル
に
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
テ
ス
ト
の
た
め
に

メ
イ
ン
の
幌
骨
だ
け
の
状
態
で
ソ
フ
ト

ト
ッ
プ
を
被
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
残
念
な

が
ら
や
は
り
張
り
が
足
り
な
く
て
大
き
く

垂
れ
下
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
判
明
。
乗
員

の
頭
の
位
置
辺
り
に
も
う

一
本
補
助
の
幌

骨
を
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
結
論

に
達
し
ま
し
た
。

装
着
の
容
易
性
を
考
え
る
と
、
や
は
り

補
助
の
フ
レ
ー
ム
は
メ
イ
ン
の
幌
骨
か
ら

ヒ
ン
ジ
で
枝
を
出
し
て
…
…
と
い
う
デ
ザ

イ
ン
に
落
ち
着
き
そ
う
で
す
。
実
は
こ
の

原
稿
執
筆
時
に
は
、
す
で
に
次
の
ス
テ
ッ

プ
の
作
業
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

れ
に
関
し
て
は
ま
た
次
の
機
会
で
。



慎重に角度を合わせながら溶接。とり

あえず3点ほどで仮留めにしました。

さっそくフェアリングを装着して見た

らこんな感じになりました。装着の邪

魔になるので、メインフレームの外側

の下端は8⊂ mほどカットしました。切

り口にはゴムか何かのキャップを被せ

る予定です。

試 しにリプレイスメント用のソフトトッ

プの生地を被せ、スピー ドジャパンの

小澤社長 と古屋編集長が中に入って

みました。その結果、後方視界は予想以

上にあったものの、やはリフロントウィ

ンドウとメインフレームの間が弛んで

下がってしまうので、頭の辺りにもう

1カ所、補助のフレームのような何か支

えになる物が必要ということになりま

した。

そこで登場するのがこの機械、“パイプ

えぐり加工機 "。 これを使用 して接合面

に“フィッシュマウス加工 "を 施すこと

で、丸パイプ同士でもぴったり合わせる

ことができるというわけです。普通の工

場ではまず見掛けることのない特殊な

工作機械ですが、鋼管スペースフレー

ムで0からクルマを作ってしまう古川先

生にとっては、まさに必須の機械といえ

るでしょうね。

先ほどの工作用紙を使って写 し取った

角度 に合わせて角度を設定まします。

確かにこれなら簡単で精度も高いです

ね。

仮付けして合わせて見たら、こんな感じ

でピッタリ付きました。

六躇務鶉
たぶん日本初の試み、さすがに試

行錯誤が続きます。とりあえず補

助フレームの取り付け方法や位

置に関してはまだまだかなり検討

の余地がありそう。次回はその辺

りの作業が中心になりそうです。

メインとなるフレームは純正と同じ角

度で曲げてあります。少し長めに作って

あるので、とりあえず純正のフレームの

高さに合わせて余分な部分をカットし

ます。

装着時には純正と同じこの高さとなり

ます。どのような角度で取 り付けるかみ

んなで相談。結局、ウィンドウ後端の角

度に合わせることにしました。

次にそのメインフレームを支える支柱

を製作 します。そのままではボディ側

の取 り付け部に差 し込むことができな

いので、旋盤を使 って細 く加工 しまし

た。

メインフレームと支柱 はこんな角度で

溶接 しなくてはなりません。角度はこの

ように工作用紙を使って写し取 ります。

分度器よりも効率が良いとのこと。しか

し、丸パイプ同士なので、普通の工作機

械で加工 しても、ピッタリ合わせるのは

不可能です。

フロント側のアタッチメントに、ソフト

トップ固定用のピンを打ちました。この

アタッチメント自体は蝶ネジで固定に

する予定です。

次の作業はこれ。メタルソーでパイプを

カットし、フレームの取り付け部を製作

します。

ジグを使って左右の角度を合わせなが

ら、そのパイプを前回製作したアタッチ

メントに溶接します。

はい、できあがり。ここにソフトトップの

フレームを差し込むというわけです。も

ちろんこのままでは長過ぎるので、余っ

た部分はカットします。
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